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 レーザー照射エナメル質に耐酸性が生 じることが見出されて以来, レーザー照射によるう蝕予
 防の可能性が濫目され, 多くの研究がなされている。 しか し, これらの研究では永久歯について
 のみ検索がなされているが, 乳歯についての検索は全くなされていない。 乳歯は, 永久歯と構造
 および化学的性状を異に し, う蝕が多発 しゃすく, その進展が急激であるなどの特徴を有するこ
 とから, レーザー舞箕射・{乳歯エナメノレ質のi耐酸1生を言羊紐1に検索することは, レーザーによ るう食虫予
 防上極めて重要である。 本研究では, ヒトの抜去健全乳前歯エナメル質に石英ガラスファイバー
 で誘導した超音波Qスイッチ Nd:YAG レーザーを照射し (照射条件は, 平均出力 10W, パル
 ス幅 i20i透ユ sec, 繰り返し iKH2, スポットサイ ズ3. 6簾), 歯質の変化と耐酸性および抗う蝕性
 について偏光顕微鏡, マイ ク・ラジオグラフィと走査電子顕微鏡を用いて検索 し, 以下の結果を
 得た。
 i, レーザーを無射した乳前歯エナメル質の水に浸漬 した研磨標本の偏光顕微鏡によ る観察か
  ら, 0. 4秒間のレーザー照射では, エナメル質に変化は全く認められなかった。 0. 6秒間の照
  尉ではi腰の青色の着色層が, 0. 8秒間の照射では3屡の変化屡が, またi.0秒間の照射では
  4腰の変化屠が認められた。 キノリンに浸漬 して観察すると, 0. 8秒およびi. O秒間照射 した
  研磨標本を水に浸漬 して認められた歯表面側の第1履は, 正の形態複屈折を示すことが認め
  られた0
 2・ in vitro におけるレーザー撫射エナメル質の脱灰実験か ら, G.4秒間の照射ではレーザー照
  財部のエナメル質は非照豹部のニナメ ル質に比較 して 軽度ではあるが表麟下脱灰が 認 め られ
  る。 0。 6秒間照射で表膚下の脱灰は最も軽度となる。 0. 8秒間の照射では0. 4秒間照射のものと
  同程度の軽度の表騰下脱灰が認められるが, 同時に照射部中心から歯頸部側よりに, より病
  巣の深い脱灰領域が認め られ, i, 0秒間照射ではこの脱灰領域がさ らに拡くなっているのが認
  め られ た0
 3. 0. 6秒および0. 8秒間 レーザーを照射 した乳前歯エナメル質のエッチングした歯表面, およ
  びエナメル質の最外層を除虫 したのちエッチングしたものの表面と, エッチングした割 面と
  をそれぞれ走査電子顕微鏡で観察した結果, 照射したエナメル質では, いずれの歯面におい
  ても酸に対する溶解性が低下 しているのが認め られ た。
 4. 0. 6秒および0. 8秒間 レーザーを照射 した乳前歯エナメル質の小切片を補綴物に挿入 し, ヒ
  1・ の口腔内環境1に露出した レーザー照射エナメル質の抗う蝕性実験か ら, レーザー照射エナ
  メル質には輿瞭なう蝕に対する抵抗性が生じていることが確認された。
 以上の結果から, 超音波Qスイッチ Nd:YAG レーザー照射が乳歯のi新しいう蝕予防法と して







 レーザーを照射 したエナメ ル質に耐酸性が生ずることか ら, 最近 レーザーによる齲蝕予防の問
 題が注目を集め, 研究が活発となってきている。 しかし従来の硯究は永久歯についての検索が殆
 んどで乳歯について行なわれたものは極めて少ない。 本論文では齲蝕の多発する乳歯の齲蝕 予防
 を目指 し, 乳前歯エナメル質に超音波Qスイッチ Nd:YAG レーザーをO. 4秒, 0. 6秒, 0. 8秒,
 i。0秒間それぞれ無射 し, その耐酸性について ln vltro および in vivo で基礎実験的に詳細に
 検討 したものであ る。 その結果っ ぎのような濫目すべぎ点を明 らかに してい る。
 1. Nd:YAG レーーザ一一 をO. 6秒, 0. 8秒, 1. 0秒間照射した乳歯エナメル質では明 らかな変化が
  歯質に生 じており, その変化がレーザーの熱効果によるものであることを偏光顕微鏡によ る
  観察から明確にしていること。
 2・ in vivo におけるレーザー照射エナメル質の耐酸性実験の結果, 最も強い耐酸性が生じる
  レーザー照射時間はO. 6秒間であること, また0. 8秒および1. 0秒間照射 したものでは, 照射周
  辺部の歯頸部よりのエナメル質の部分がやや強く脱灰されることか ら, 乳歯歯頸部側には本
  来齲蝕 に鰐 して抵抗性 の低い層が存在 していることを示唆 しているこ と。
 3. 酸でエッチングしたレーザー照射乳歯エナメル質の表面, および表面を研磨し, 照射ニナ
  メル質の最外層を除去 したのちエッチング したエナメ ル質の表面と割面とをそれぞれ走査電
  子顕微鏡によって観察し, レーザーが照射された乳歯エナメル質は酸の浸透性が低下するだ
  けでなく, 酸に対する溶解度も低下していることを明らかにするとともに, このような現象
  が同時に照射エナメ ル質の耐酸性に関与 していることを示唆 したこと。
 4・ 0・ 6秒および0・ 8秒間 レーザーを照射 した乳歯エナメル質の小片を補綴物に挿入し, ヒトの
  口腔内環境に3ケ月か らi2ケ月間露出 した 沁 vivo における レーザー照窮乳歯エナメル質の
  抗齲蝕実験か ら, レーザーを照射 したエナメル質は強い抗齲蝕性 を獲得 していることを明確
  に したこと。
 乳歯の齲蝕予防は子供の健康を守る意味からも現代における最も重要な課題の1っであ る。 著
 者はこの点に深い関心をもち, レーザーによる乳歯齲蝕予防の問題に取り組み, 0. 6秒という極め
 て短時間の超音波Qスイ ッチ Nd:YAG レーザーの照射で, 強い耐酸性が乳歯エナメル質に生ず
 ることを明 らかにするとともに, in vivo の実験においても照射乳歯エナメル質が強い抗齲蝕姓
 をもっていることを確実に証明した。 この研究は, レーザーによる乳歯齲蝕予防の可能性が極め
 て高いことを基礎的に確実に証明 したものであ り, 実用化への端緒を開拓 したものと してそ の意
 義は極めて大ぎく 高く 評価され る。 よって学位授与に充分値するものと認め る。
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